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　平成24年５月12日（土）13：30よりＪＡ長野県ビル12階大会議室にて平成24
年度の総会（代議員会）が開催されました。
　平成23年度事業報告及び決算報告、平成24年度の事業計画及び予算につい
ての報告の後、質疑応答があり、白熱した議論が展開されました。
（事業報告、会計報告など総会資料は各地区の代議員が持っていますので詳細
についてお知りになりたい場合はお問い合わせください）

監　事　　堀米信一、小林久夫、城取勝茂（新任）
会計顧問　山口栄子
事務局　　刈間靖（事務局長）、塚田洋子、宮本ミエ子、前川久雄、櫻井尚江（新任）

役員改選が行われ、
これまで会長代行であった
中村彰氏が
会長に就任しました。 中村　彰（新任）

佐藤千枝
（東信、新任）

馬場一郎
（北信）

飯沼寿太郎
（中信）

大槻正春
（南信）

塚田なおみ
（長野市）

副会長は以下の５名の皆さんです。



　本会は今から半世紀ほど前、知的障害児を持つ母親たちにより、社会的差別を受けている子
どもたちの福祉施策の整備・充実を求める動きの中で、結成されたと認識しています。
　その後、その動きは県内各市町村全域に波及・組織化され、行政等関係機関や地域社会を
動かし、今日に至る社会を築いてきました。先人による活動の数々は、決して簡便に記すことは
でき得ない大変なものであったろうと只々、敬意と感謝を申し上げるばかりです。振り返ってここ
10年ほどの当事者団体としての活動は、どのようなものであったでしょうか。
　主として福祉関係者の皆さんが、私どもに代わって(私たちの声を受けて？)、当事者本人の人
としての在りよう・生活形態等に思いを馳せ、制度・施策に切り込んで新たな福祉サービスの創
設や推進を図ってきていただいたのではないでしょうか。
　育成会ではご本人やご家族が楽しめる、そしてそこから繋がっていく小さな輪は拡がってい
るようには感じますが、もっともっと大きなうねりを当事者団体として形成していかなければなら
ない時期に来ているのではないでしょうか。
　以上のような観点から、本会結成50周年の節目を迎える次年度以降に向け、昨年度実施の
諸活動は更に充実させていくことを前提に、以下２点を重点施策と位置付け、関係団体等と積
極連携の下、活動を進めてまいりたいと考えます。
　会員各位のご理解とご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

１．教育に関すること
　就学前の療育、小中高の学校教育、更には生涯教育に至るまで、現在の
教育体制で良いのか…、どのような制度設計が良いのか…等、そして切れ
目の無い連携・連続性のある教育について等々、発達障害等関係団体の皆
さんや行政等関係機関も交え、積極的に議論喚起、研修等の機会を設けて
いきたいと考えます。

２．ご本人の高齢化に伴う終の棲家に関すること
　身体がご不自由になったり、医療的ケアを必要とする状態になった時、
今の入所施設等における状況は一体どうなっているのでしょうか。
　福祉関係者の皆さんは一生懸命、自分たちができることを各法人の施策
に基づき、実施していただいているものと思います。が、各法人の運営・経
営環境等により、難しい状況下に在ることも理解しなければならないこと
かと感じます。
　抜本的な解決策を見出す為にも、関係団体等に声掛けし、協議していく
場を設けていきたいと考えます。

※この活動方針はとても大切な内容ですので全文掲載しました。

長野県手をつなぐ育成会 平成24年度 活動方針長野県手をつなぐ育成会 平成24年度 活動方針



　４月29日、東信地区恒例のお花見会が小諸「懐古園」にて開催されました。　当日は、３年目にしてやっと晴れてお花見らしい日となりました。佐久市、小諸市の会長さん、地元の「小諸みかげ」の利用者さんも大挙参加してくれました。総勢22名とワンコ２匹でお花見をしました。　園の中でおでんを買ったりお弁当を食べたりと、やはり「花より・・・」でしたが楽しい一時を過ごしました。
　帰りごろには、暖かい日差しに桜も舞ってきれいな桜を満喫できました。

幹事　御代田町手をつなぐ育成会　前川久雄

　前日の雨がうそのようにお天気に恵まれた６月10日（日）佐久穂町手をつなぐ育成会、会員43名で佐久穂町社

会福祉協議会からリフト付きバスをお借りし、塩尻農業公園チロルの森へ行ってきました。入場ゲートから園内に

はいいると初夏の香りと澄んだ高原の風が吹き抜け、逸る気持ちを抑え、噴水の前で記念撮影を「はいポーズ！」　

そして大自然の園内へ。木の遊園地で童心にかえり、シーソーやブランコに揺れ思わず笑顔になりその顔に触れ

る風を感じ、動物ふれあい広場では、モルモットを抱き体温を感じ、100円で買った餌をリスにあげ、初めて会った

会員の姉弟に餌あげてみる？声をかけ一緒にあげたり、ウサギやヤギともふれあい、ワインとまきばの丘では建物

や風景を写真にとり、自家製ソフトクリームを食べたり、日本庭園を散策し穏やかな時を心に感じたり、チュウチュ

ウトレインに乗り園内を回る会員、歩きながら森の散歩道の香りを感じたり、町のレストラン街のアップフェルバー

ムで自家製ソーセ－ジをメインにした大満足ピクニック弁当とドリンクバーでのどを潤して、午後はやっぱり大好

きな動物ふれあい広場で大満足の時を過ごす会員、遊びのエリアではゴーカードに乗りスピードを楽しみ、会員

と他の会員の妹と競争や、パターゴルフをしたり、おもしろ自転車に会員どおし乗り楽しみ、アーチェリーやバズー

カ砲の的の真ん中に行かず何度も挑戦、足こぎボートの池で他の会員が乗る足こぎボートにこっちに来てと声を

かけ、声をかけられたボートがなかなか行けずなどおもいおもいに楽しみ、来年の親睦ハイキングはとの気の早

い会員の声を聞きながら、この親睦ハイキングだからこそのつぶやきをつなげていこうと思いながら、大自然だか

らこその会員同士のふれあい、親睦もはかることができ、心もお腹もいっぱいの１日でした。
佐久穂町手をつなぐ育成会　副会長　菊池元美

　前日の雨がうそのようにお天気に恵ま

れた６月10日（日）佐久穂町手をつなぐ育成会、会員43名で佐久穂町社

会福祉協議会からリフト付きバスをお借

りし、塩尻農業公園チロルの森へ行ってきました。入場ゲートから園内に

はいいると初夏の香りと澄んだ高原の風
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